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• では、2019年3月期 業績、中期経営計画の進捗、
2020年3月期 業績予想、を説明させて頂きます。

• 「ご参考資料」は、のちほどご覧ください。
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• まず、2019年3月期の業績を説明します。



• グループ連結の業績です。
• 主要顧客の大手製造業で、技術開発投資を持続されたため、

連結売上高の9割を占めるエンジニアリングソリューション事業
が業績をけん引し、
売上高は、前期比4.4％増収の977億36百万円、
営業利益は10.3％増益の126億35百万円、
当期純利益は8.6％増益の88億29百万円となりました。

• なお、予想対比では、売上高は稼働率、稼働時間が予想を上
回ったため、
営業利益は販管費の費消が予想を下回ったため、それぞれ予
想を上回りました。
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• グループ・セグメントの業績です。
• エンジニアリングソリューション事業は

前期比で売上高は4.4％の増収、
営業利益は10.7％の増益となりました。

• エンジニア紹介事業は、紹介者数の増加等により、
増収増益となりました。
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• メイテック単体の業績です。
• 稼働人員数の増加により

売上高は前期比2.5％増収の740億36百万円、
営業利益は8.7％増益の101億57百万円、
当期純利益は4.1％増益の77億68百万円となりました。

• また、エンジニア社員数は前期比で2.5％の増加となりました。
• 稼働率は、2018年4月入社の新卒エンジニア社員数が

前期より多かったため、前期比▲0.3％低下の97.5％となりまし
た。

• 稼働時間の詳細については、のちほど説明します。
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• メイテックフィルダーズの業績です
• メイテック同様、稼働人員数の増加により、

売上高は前期比13.9％増収の193億36百万円、
営業利益は19.1％増益の17億34百万円、
当期純利益は、税負担の軽減もあり、
25.2％増益の12億91百万円となりました。

• なお、エンジニア社員数は前期比で13.1％の増加となりました。
• 稼働率は、新卒、既存エンジニア社員の配属が順調に推移し

たため、前期比で0.4％増加の96.1％となりました。
• 稼働時間の詳細については、のちほど説明します。

10



• メイテック、メイテックフィルダーズの売上高の増減内訳です。
• 両社ともに増収の主な要因は、「稼働人員数の増加」、

「平均対価による増加」であり、その影響額は記載の通りです。
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• グループのエンジニア社員数の推移です。
• 3月末のエンジニア社員数は、

前年3月末比＋470名、＋5.2％増の9,535名、
4月1日には、新卒社員をむかえ、過去最高の10,146名で
新年度をスタートしました。

• メイテック、メイテックフィルダーズ共に順調に増員ができて
おります。
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• 続いて、メイテック単体のエンジニア社員数の推移です。
• 3月末のエンジニア社員数は、

前年3月末比＋168名、＋2.5％増の6,923名、
4月1日に新卒社員418名をむかえ、
過去最高の7,325名で新年度をスタートしました。

• 中期計画の2020年3月末のエンジニア社員数の目標7,400名
まで、75名です。
今後の中途採用と退職率低減の両立がポイントと認識してお
ります。
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• メイテックフィルダーズのエンジニア社員数の推移です。
• 3月末のエンジニア社員数は、

前年3月末比＋302名、＋13.1％増の2,612名となりました。
• また、4月1日に新卒社員198名をむかえ、

過去最高の2,821名となり、
中期計画の2020年3月末エンジニア社員数の目標2,800名を
越えていますが、
メイテック同様、今後1年間の中途採用と退職率低減を両立
することが目標達成のポイントと認識しております。
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• 続いて、採用の状況です。
• 採用市場においては、エンジニアの求人ニーズに衰えは見られ

ず、依然として厳しい状況が継続しています。
• まず、中途採用です。
• 採用の競合が大手メーカーとなるメイテックは、

採用基準を保持して、採用活動を継続した結果、
期初予想比＋3名の163名となりました。
メイテックフィルダーズは、
「幅広い業務で拡大成長」を掲げた採用活動の結果、
期初予想比＋41名の321名となり、グループ全体では
前期比＋44名の484名の採用実績でした。

• 次に、新卒採用です。
• 求人企業数・募集人員の増加により、極めて厳しい環境の中、

採用基準を保持しつつ、
メイテックは、期初予想比＋18名の418名、
メイテックフィルダーズは期初予想比▲42名の198名となり、
グループ全体では前期比▲24名の616名の採用実績でした。
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• 採用者数と採用率・退職率の推移です。
• メイテックは、採用基準を保持しつつ、2018年度の採用率

は7.4％で、伸び率は昨年より増加しました。
なお、退職率は5.0％と昨年よりも若干減少となり、
引き続き低い水準を維持し、増員に寄与しました。

• メイテックフィルダーズの2018年度の採用率は20.8％で、
伸び率は昨年より減少しました。
退職率は8.6％となり、増員に寄与しました。

• 2019年度の予想は、のちほど説明します。
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• 稼働率の推移です。
• メイテック、メイテックフィルダーズ共に、

堅調な受注環境の下、新卒、既存のエンジニア社員の配
属が順調に進められたため、
稼働率は安定的に推移しました。
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• 稼働人員数の推移です。
• 「エンジニア社員数の増員」「高い稼働率の維持」が

達成できたため、稼働人員数は順調に伸びています。
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• 対価の推移です。
• リーディングカンパニーとして、高い品質を維持することにこ

だわっております。したがって、メイテックの対価は業界平
均を大きく超える5,200円に到達しました。
これを維持するためには、採用基準の保持は不可避と考え
ています。

• メイテックフィルダーズの対価は、業界平均レベルを維持し
ています。

• これからも需要と供給の関係に拠る対価獲得では無く、
エンジニア一人ひとりが、高いアウトプットに基づいた対価
を獲得できる状態、「適正対価の獲得」に努めていきます。
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• 無期雇用・正社員エンジニア派遣事業の売上高・原価の構
成要素の概要です。

• 2019年3月期の実績は、企業努力でコントロール可能な「稼
働率、エンジニア社員数、対価・単価」の全てが増収要因と
なりました。

• 当社でコントロール不可の「稼働時間」は、引き続き重要指
標として注視していきます。
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• 稼働時間の推移です。
• 昨年に引き続き、時間外労働の減少を背景に、

前期比で減少していますが、
業績予想比では、自然災害等の影響があった上半期実績を踏
まえて、2018年11月に見直したため、若干上回りました。

• 稼働時間は、お客さま先の業務指示の結果なので、
当社側でコントロールは不可能ではありますが、

• 稼働時間0.1時間の変動で売上高は約1％変動することから、
業績影響の大きい指標の一つとして、今後も継続して注視して
いきたいと考えています。
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• 月間新規受注動向の推移です。
• 月間350件を超える新規受注件数をいただければ堅調、

200件を下回る水準は危険な状態、と判断してきました。
• 足元は製造業のお客さまが長い視点で技術開発投資を

進められていると実感しています。
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• メイテックのお客さまの売上TOP10です。
• 順位に変動はありますが、TOP10圏内に入るお客さまに大

きな変化はありません。
• 絶えずお客さまの中での新しいプロジェクト、

あるいは新しい技術開発テーマに即した、
成長セクター、分野、新しい技術領域へ意図的なローテー
ションを図りながらも、我々エンジニアの技術を高めつつ、
お客さまに対する付加価値を高めていく取り組みを続けて
いきます。

• 特定のお客さまに偏（かたよ）らず、幅広くサービスを展開
することは、メイテックの強みですので、これからもその強
みを強めてまいります。
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• 業種別の売上高です。
• 前年度に引き続き、「自動車関連」の伸びが顕著です。
• 広い分野や業種のお客さまと取引させて頂くことにより、

特定の分野や業種が厳しい状況にあっても、
意図的にエンジニアを他の業界や分野にシフトすることを
可能としています。
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• 続いて、中期経営計画2年目の進捗について説明します。
• 2017年度からスタートした3か年計画で、

メイテックグル―プが、ハイエンド領域を主体として、
人と技術でモノづくりの核心を担う、エンジニア集団として、
更なる差別化を図り、
持続的成長を実現するという取り組みを行っております。
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• 2年目の実績は概ね期初予想通り進捗しました。
• 2019年度の予想は、営業利益率に課題が残っている

状況です。
今期業績予想の詳細および前提条件については、
のちほどお伝えいたします。
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• 中期計画3年目の売上高、営業利益、営業利益率の水準
はグラフの通りです。

• 売上高は過去最高の1,020億円、営業利益は128億円を予
想しています。

• 売上高は、中期計画目標値に到達していますが、
主に、メイテックフィルダーズのエンジニア社員数の増加を
見込んでいるためです。
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• 中期計画の基本方針を再掲しています。
• 積極的成長に向けた競争力の強化を掲げ、エンジニアリング

ソリューション事業、紹介事業を、ハイエンド領域のメイテック
を主体としながら取り組んでいます。
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• エンジニアリングソリューション事業 派遣型と受託型
のハイエンド領域の進捗状況です。

• それぞれの施策に対する進捗状況を記載しています。
• ハイエンドを主体とした領域の中でも、より技術レベルの

高い業務フェーズとなる領域をさらに強化してまいります。



30

• 続いて、派遣型ミドル領域とエンジニア紹介事業の進捗状
況です。

• 派遣型ミドル領域は、お客さまのニーズに、今以上にお応え
することで、更に幅広い業務への拡大を目指してまいります。

• エンジニア紹介事業では、既存マーケットの範囲を拡げ、
「技術系人材紹介」でのシェア拡大を図り、「エンジニア支持
No.1」を目指します。



• 2020年3月期の業績予想について説明します。
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• グループ連結の業績予想です。
• 売上高は前期比＋4.4％増収の1,020億円、

営業利益は前期比＋1.3％増益の128億円、
• 当期純利益は前期のような税負担軽減の影響がないため、

前期比▲1.5％減益の87億円としました。
• なお、販管費は前期比＋13.4％の増加を見込んでいます

が、理由は、のちほど各社別の業績予想で説明します。
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• メイテック単体の業績予想です。
• 売上高は前期比＋2.7％増収の760億円、

営業利益は前期比＋1.4％増益の103億円としました。
• 販管費の増加理由は、エンジニア社員目標数の増加等による

採用経費の増加やシステム費用の増加を見込んでいるためで
す。

• なお、販管費の増加で営業利益の伸びが低下するため、
社員処遇の業績連動部分の低下による原価率の減少を見込
んでいます。

• なお、稼働率は採用数増加を見込んでいるため、
前期比▲0.8％の減少を見込んでいます。

• これらを背景として、当期純利益は前期比＋1.7％増益の79億
円としました。
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• メイテックフィルダーズの業績予想です。
• 売上高は前期比＋8.6％増収の210億円、
• 営業利益は、販管費の増加を見込み、

前期比▲2.0％減益の17億円としました。
• メイテック同様、原価率は前期比で▲0.6％の減少を見込んで

います。
• 販管費は前期比＋20.3％の増加を見込んでいます。
• 当期純利益は、これらの要因に加え、前期に発生した

税負担の軽減による影響を見込んでいないため、
前期比▲7.1％減益の12億円としました。

34



• 採用目標です。
• 採用環境は、エンジニア不足等から企業の求人意欲に衰え

は見られず、非常に厳しい環境が継続する予想です。
• 新卒採用については、前期を上回る採用目標数としていま

す。
新聞記事によると、大卒採用目標数ランキングでは、
日本企業全体では41番、理工系学生だけでは5番目の
規模であり、かなり大きな水準と認識しています。

• 中途採用目標数は、前期比で、メイテックは＋7名、メイテッ
クフィルダーズは▲41名としています。
メイテックフィルダーズの採用目標数を前期比で減少させた
のは、厳しい採用環境下、採用基準を保持し、円滑な配属を
前提とした採用活動を行っていくために、あえて減少させて
います。

• 採用基準を保持しつつ、応募者志向を大切にした活動を展
開することで、より高い目標を達成していきたいと考えていま
す。
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• 利益配分の基本方針は、2018年11月に自己株式の
保有上限の見直しを行ってから、変更はございません。
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• 中期計画３年間の利益配分計画の再掲です。
• 中期計画における総還元性向は80％程度とし、

皆さま方との対話の中で、いろいろな御意見を頂戴しました。
その御意見を踏まえて、
内訳は配当性向60％、自己株式取得20％とする計画です。



• 最後に、利益配分の実績と予想です。
• 2018年3月期の期末配当は、当期純利益が業績予想を上

回ったため、公表予想の一株当たり94円50銭から115円50
銭へ引き上げ、株主総会へ上程します。
なお、中間配当金84円と合わせて年間配当金は199円50
銭です。

• 今年度の予想は、３年間の利益配分計画に即し、総還元
性向80％とします。
これにより、当期純利益の予想は87億円ですので、
普通配当は年間総額約53億円で一株当たり188円50銭の
予想、自己株式取得は17億円の予想とします。

• 私からの説明は以上です。
今後も皆様のご期待に応え続けられるよう、
努力して参ります。
引き続き、ご理解、ご支援の程、宜しくお願い致します。
ご清聴、ありがとうございました。
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